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制
高
齢
社
会
の
問
題
は
¥
国
民
全
体
に

州
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
問
題
で
あ
る
こ

州
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

川
人
類
一
氷
年
の
夢
で
あ
っ
た
長
寿
を
実

州
現
し
だ
い
ま
¥
ど
の
よ
う
に
諸
条
件
を

附
整
備
し
て
い
け
ば
¥
単
な
る
「
長
生
き
L

州
芝
け
で
な
く
¥
長
生
き
を
喜
び
¥
真
に

山
山
豊
か
な
人
生
を
享
受
す
る
こ
と
ガ
で

州
き
る
の
か
を
全
国
の
自
治
体
で
知
恵
を

酬
絞
っ
て
い
ま
す
。

州
題
で
は
¥
高
齢
者
の
保
健
・
福
祉
サ

附

i
ピ
ス
に
積
極
的
に
取
組
み
¥
一
人
暮

附
ら
し
の
老
人
給
食
サ
ビ
ス
¥
緊
急
通

州
報
シ
ス
テ
ム
¥
在
宅
福
祉
サ
ビ
ス
な

州
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
だ
ガ
¥

今
年
度
よ
り
¥
新
だ
に
一
プ
イ
・
サ
ピ

ス
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
ア
イ
・
サ
ー
ビ
ス
は
¥
お
お
む
ね
白

歳
以
上
で
易
体
ガ
不
自
由
等
で
在
宅
中

の
虚
弱
老
人
や
寝
だ
き
り
老
人
の
方
を

対
象
に
¥
昨
年
旬
月
に
完
成
し
だ
特
別

養
護
老
人
ホ
i
ム
ひ
ぬ
ま
苑
を
利
用
し

て
¥
昼
間
¥
入
浴
・
昼
食
・
リ
ハ
ビ
リ
・

レ
ク
リ
工
!
シ
ヨ
ン
・
入
所
者
と
の
懇
談

な
ど
で
?
巳
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い
だ

だ
き
¥
孤
担
感
の
解
消
や
山
島
機
能
の

維
持
向
上
を
図
っ
て
行
く
事
業
で
す
。

す
こ
や
か
号
は
¥
ひ
ぬ
ま
苑
と
利
用

者
唱
を
送
迎
す
る
芝
め
に
使
用
す
る
車

で
¥
臣
、
か
ひ
ぬ
ま
苑
に
貸
与
す
る
も
の

で
す
。こ

の
車
問
の
引
き
渡
し
式
、
ガ
¥
去
る

4
月
刊
日
¥
役
場
玄
関
前
で
行
な
わ
れ

民
生
委
員
¥
ひ
ぬ
ま
苑
関
偶
者
ガ
出
馬

し
て
¥
竹
内
田
畏
よ
り
「
車
の
鍵
」
ガ

ひ
ぬ
ま
苑
の
小
端
施
設
畏
に
引
き
渡
さ

れ
ま
し
た
。

新
し
い
車
問
は
¥
ア
人
一
乗
り
の
臼
い

ワ
ゴ
ン
車
で
粟
瞬
間
リ
フ
ト
や
ベ
ッ
ト

ガ
装
備
さ
れ
¥
「
す
こ
や
か
ロ
さ
し
の
文

字
ガ
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
開
始
に
よ
り
¥
要
に
高

齢
者
の
万
ガ
¥
住
み
慣
れ
だ
地
域
や
家

庭
で
暮
ら
せ
る
条
件
が
ま
だ
一
つ
増
え

だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

~:::::H:::::H:::::H:::::H::::同:::::~~:::::H:::::H:::::州m，附"，削:::::~~:::::村 :::::H:::::H::::: ト~"'"同::::~~::::制:::::~~:::沿

&ひぬま苑の小端施設長に棄の鍵を手渡す竹内町長

翻
初
鰹
と
い
う
と
ま
ず
思
い
出
す
の

や
歩
合
ほ
と
と
句
、
す

は
、
「
自
に
は
青
葉
山
時
鳥
初

鰹
」
の
句
で
す
。
あ
ま
り
に
も
有
名

な
匂
で
す
が
、
作
者
に
つ
い
て
は
知

ら
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ、っか。
こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
山
口
素
裳

と
い
う
人
の
匂
で
す
。
「
鎌
倉
に
て
」

と
あ
る
の
は
、
徒
然
草
に
、
鰹
は
上

流
の
人
は
食
べ
な
か
っ
た
も
の
だ
が
、

こ
の
ご
ろ
鎌
倉
の
ほ
う
で
は
食
べ
る

.
:
:
と
い
う
意
味
の
こ
と
が
警
か
れ

て
い
る
た
め
の
よ
う
で
す
。

鰹
は
回
遊
魚
で
、
南
の
海
で
冬
を

過
ご
し
、
春
に
な
る
と
四
国
沖
、
紀

州
沖
と
北
上
し
、
五
月
ご
ろ
に
関
東

近
海
に
や
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
江

戸
時
代
に
は
、
青
葉
の
こ
ろ
に
姿
を

み
せ
る
初
鰹
が
喜
ば
れ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は
、
寒
い
き

な
か
に
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

初
鰹
の
入
荷
が
報
道
さ
れ
ま
す
。
長

距
離
輸
送
が
容
易
に
な
っ
た
の
で
、

鰹
が
近
海
に
く
る
ま
で
待
た
な
く
て

も
す
む
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
冷
凍
技
術
も
進
歩
し
た
の
で
、

鰹
の
刺
身
は
年
中
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

と
は
い
っ
て
も
、
や
は
り
青
葉
の

時
期
に
食
べ
る
鰹
は
う
れ
し
い
も
の

で
す
。
も
っ
と
も
、
本
当
は
初
鰹
よ

り
も
、
秋
に
北
の
海
か
ら
下
っ
て
く

る
戻
り
の
鰹
の
ほ
う
が
、
脂
が
の
っ

て
い
て
う
ま
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
勺

と
こ
ろ
で
、
五
月
十
j
十
六
日
は
、

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
行

政
が
、
国
民
の
苦
情
や
要
望
、
意
見

を
開
い
て
、
そ
の
解
決
や
促
進
を
留

る
も
の
で
、
こ
の
制
度
に
対
す
る
冨

民
の
理
解
・
認
識
を
深
め
る
た
め
の

週
間
で
す
。
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参
議
院
議
員
狩
野
明
男
氏
の
死
去
に

伴
い
、
参
議
院
茨
城
県
選
出
議
長
補
欠

選
挙
は
、
去
る
4
月
ロ
日
投
菜
、
即
日

開
票
の
結
果
、
自
民
党
新
人
の
狩
野
安

氏
が
、
共
産
党
新
人
の
奈
良
達
雄
氏
を

大
差
で
破
り
初
当
選
し
ま
し
た
。

g
R
)
当
三
五
七
、
二
六
五
狩
野
安
側

寝
坊
{
疋

結

時

(

岳

民

新

)

襲
鶴
一
O
臨
、
一
一
五
八
奈
良
逮
雄
側

B

O

(

共
産
新
)

注
包
の
投
票
率
は
、
m
-
M
%
(
大

洗
町
叫
・
四
%
)
で
、
国
政
選
挙
と
し
て

は
最
低
の
投
票
率
と
な
り
、
手
品
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
の
小
雨
、
夕
方
は

雷
雨
の
最
悪
の
天
候
と
社
会
党
の
擁
立

断
念
で
国
政
レ
ベ
ル
の
注
呂
度
が
薄
れ

投
票
率
が
伸
ぴ
な
か
っ
た
様
で
す
。

当
選
さ
れ
た
、
狩
野
安
氏
の
任
期
は

平
成
7
年
7
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
句

当
町
で
の
選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

O
選
挙
当
日
の
有
権
者
数

一
五
、
八
七
五
人

(
男
七
、
七
一
九
人
)

(
女
八
、
一
五
六
人
)

O
投
票
人
員

三
、
八
四
O
人

(
男
一
、
八
七
六
人
)

(
女
一
、
九
六
四
人
)

O
投

票

率二
四
・
一
九
%

(
男
二
回
・
一
一
一
O
%
)

(
女
二
四
・
O
八
%
)

O
有
効
投
票
三
、
七
五
七
票

O
無

効

投

票

八

三

票

平成4年 5F.15E1

O
候
補
者
別
ノ
毒
薬

狩

野

安

(

自

民

新

)

一
一
一
、
一
八
四
票

良
達
雄
(
共
産
新
)

五七一一

奈
近
隣
帯
町
村
の
投
票
率

水

戸

市

j
i
-
-
-
m
-
ω
%

那
珂
湊
市
:
:
:
:
-
m
-
m
川
%

茨
城
町
:
:
:
:
-
U
-
剖
%

旭
村
:
:
:
:
・
幻
・
ロ
%

および投票翼率期

平
成
4
年
4
月
1
日
付
で
、
職
員
の

人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

〔
謀
長
職
〕

O
企
画
課
長

千

葉

実(
巣
地
方
課
主
査
)

O
商
工
観
光
課
長

高

橋

正

彦

(
教
委
・
社
会
教
育
係
長
)

O
教
育
委
員
会
事
務
局
長

小

松

崎

力

一

部

(
商
工
観
光
課
長
)

O
環
境
衛
生
組
合
事
務
局
長

鈴

木

博

之

(
教
委
・
事
務
局
長
)

O
環
境
衛
生
組
合
場
長

古

川

広

男

(
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
)

O
県
交
通
・
産
業
立
地
課
課
長
補
佐

神

永

臼

出

男

(
金
融
課
長
)

〔
係
長
職
〕

O
総
務
課
総
務
係
長

白

土

芳

夫

(
企
画
課
財
政
係
長
)

O
企
画
課
財
政
係
長

正

木

健

司

(
収
納
諜
収
納
係
長
)

。
収
納
課
収
納
係
長

荷

口

孝(
厚
生
課
福
祉
係
長
)

O
厚
生
課
福
祉
係
長

小

松

崎

中

川

(
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
長
)

o一
厚
生
課
生
活
環
境
係
長

米

川

正

一
(
水
道
課
営
業
係
長
)

O
厚
生
諜
清
掃
管
理
係
長

関

根

強(
襲
撃
器
量
代
理
霊
長
)

O
溺
エ
観
光
課
商
工
観
光
係
長

小

野

瀬

実

〈
商
工
観
光
課
主
事
)

O
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長

小

沼

洋

一
(
総
務
謀
総
務
係
長
)

。
教
青
委
員
会
運
動
公
雷
管
理
係
長

井

上

裕

美
(
教
委
・
社
会
体
育
係
長
)

O
水
道
課
営
業
係
長

桜

井

努(
厚
生
課
生
活
環
境
係
長
)

O
県
地
方
課
(
派
遣
)

イ

林
(
町
長
公
室
秘
書
係
長
)

〔
一
般
職
〕

O
住
民
諜
主
事

品

目

出

と

み

子

(
教
育
長
吉
田
照
会
主
事
)

O
厚
生
課
、
主
事

鏑

木

幹

雄

(
総
務
課
主
事
)

O
厚
生
謀
、
薬
事

大

内

礼

子

(
教
育
委
員
会
主
事
)

O
厚
生
諜
主
事

江

橋

美

智

子

(
清
掃
セ
ン
タ
ー
主
事
)

O
厚
生
課
主
事

関

根

清

美
(
清
掃
セ
ン
タ
ー
主
事
)

O
厚
生
諜
技
師

中

川

淳(
清
掃
セ
ン
タ
ー
技
師
)

O
厚
生
課
技
師

村

山

勇(
清
掃
セ
ン
タ
ー
技
師
)

O
厚
生
課
技
師

市

毛

甲

太

郎

(
清
掃
セ
ン
タ
ー
技
師
)

O
厚
生
課
技
師

江

間

博(
清
掃
セ
ン
タ

i
技
師
)

O
厚
生
課
技
師

丸

山

四

郎
(
清
掃
セ
ン
タ

i
技
師
)

O
厚
生
課
技
師

脊

榔

淑

夫
(
清
掃
セ
ン
タ
ー
技
師
)

O
厚
生
課
技
師

鬼

沢

安

弘

(
清
掃
セ
ン
タ
ー
技
師
)

O
厚
生
課
技
師

川

上

修(
清
掃
セ
ン
タ
ー
技
師
)

O
厚
生
課
技
師

松

本

和

彦
(
清
掃
セ
ン
タ
ー
技
師
)

O
厚
生
課
衛
生
Z

T

t

国

中

秀

雄

(
清
掃
セ
ン
タ
ー
衛
生
手
)

O
厚
生
課
衛
生
手

中

川

は

つ

校

(
清
掃
セ
ン
タ
ー
衛
生
手
)

O
一
厚
生
課
衛
生
手

磯

崎

全

亨
(
清
掃
セ
ン
タ
ー
衛
生
手
)

O
厚
生
課
衛
生
手

村

山

年

男
(
清
掃
セ
ン
タ
j
衛
生
手
)

O
厚
生
諜
衛
生
手

半

間

孝

至

(
清
撮
セ
ン
タ
ー
衛
生
手
)

O
厚
生
課
衛
生
手

住

谷

照

吉

(
清
掃
セ
ン
タ
ー
衛
生
手
)

O
厚
生
課
衛
生
手

長

峰

重

次
(
清
掃
セ
ン
タ
ー
衛
生
手
)

O
厚
生
課
衛
生
手

富

沢

正

義
(
清
掃
セ
ン
タ
ー
衛
生
手
)

O
厚
生
課
衛
生
手

飛

田

素

弘
(
清
掃
セ
ン
タ
ー
衛
生
手
)

O
第
一
保
務
所
保
母

庄

司

幸

代

(
第
二
保
育
所
保
母
)

O
第
一
保
育
所
鵠
理
師

谷

田

部

与

志

子

(
第
二
保
育
所
調
渡
部
)

O
第
二
保
育
所
保
母

沢

慶

子

(
第
一
保
育
所
保
母
)

O
第
二
保
育
所
調
理
繭

坂

本

ふ

み
(
第
一
保
育
所
調
理
師
)

O
建
設
課
主
事

長

我

部

ゆ

み

子

(
厚
生
課
主
事
)

O
都
市
計
密
謀
、
一
泰
愚

照

沼

千

恵

子

(
住
民
課
主
事
)

O
瀦
工
観
光
課
、
芸
事

柳

田

雄

作

(
厚
生
諜
主
事
)

O
出
納
室
主
事

照

山

文

男
(
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
)

O
教
育
委
員
会
、
主
事

関

根

明

敏
(
消
防
本
部
消
防
司
令
補
)

O
教
育
委
員
会
技
師

橋

本

啓

劾
(
建
設
課
技
師
)

O
第
一
中
学
校
調
理
掘
削

小

林

愛

子
(
磯
浜
小
学
校
調
理
師
)

〔
新
探
職
員
〕

O
総
務
課
、
主
事
補

尾

又

康

洋

O
総
務
課
事
務
補

佐

藤

忍

O
厚
生
謀
、
豆
一
事
補

清

宮

由

香

O
消
防
本
部
消
妨
士

宮

内

秀

樹

O
環
境
衛
生
組
合
技
師

高

柳

成

人

O
環
境
衛
生
組
合
技
手
補

飛

田

勝

範

O
環
境
衛
生
組
合
技
手
補

梅

原

作

寸

〔
逮
職
者
〕
(
平
成
4
年
3
月
白
日
付
)

O
総
務
課
専
門
祖
当
主
査

大

賞

正

則

。
出
納
室
出
納
係
長

関

根

博

O
祝
町
小
学
校
調
理
師

内

藤

キ

ヨ

子

O
第
一
中
学
校
調
理
師

住

谷

八

重

O
第
一
中
学
校
調
理
師

川

上

り

ん

金

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
納
め
る
税
額
に

は
、
納
期
限
の
翌
日
(
た
と
え
ば
平

成
3
年
分
の
所
得
税
で
す
と
3
月
幻

自
)
か
ら
納
付
す
る
日
ま
で
の
期
間

に
つ
い
て
延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
本
税
と
併
せ
て
納

め
て
く
だ
さ
い
。

《
確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き
》

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ
て

い
る
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
潟
紙
は
税
務
箸
に
あ
り

ま
す
。申

告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告

を
「
期
限
後
申
告
」
と
い
っ
て
、
税

務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で
は
い

つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
税
務
調
査
を

受
け
た
後
で
期
間
出
後
申
告
を
し
た
り
、

決
定
を
受
け
た
り
す
る
と
、
本
来
の

税
額
の
ほ
か
、
納
付
す
べ
き
税
額
の

日
%
の
無
申
告
加
算
税
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
平
く
申
告
を
さ

れ
る
よ
、
つ
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
を
見
受
け
る
前
に
自
主

的
に
期
限
後
申
告
を
し
た
と
き
は
加

算
税
は
5
%
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
場
合
の
税
額
は
、
申
告
書

を
提
出
す
る
臼
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
修
正
申
告
の
場
合
と
同
様

延
滞
税
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
本
税
と
併
せ
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

手
続
き
等
に
つ
い
て
ご
不
明
の
点

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務

相
談
室
又
は
税
務
箸
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

確
定
串
告
が

間
違
っ
て
い
だ
と
き
は
・
@

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
計
算
違

い
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
り
、
あ
る
い
は
う

っ
か
り
し
て
確
定
申
告
す
る
こ
と
を

忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と
き

は
そ
れ
を
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す。《
税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
怠
》

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
こ
と
に

気
付
い
た
と
き
は
、
「
更
正
の
請
求
」

を
し
て
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
た

め
の
用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

一
史
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、

申
告
期
限
か
ら
1
年
以
内
で
す
か
ら
、

平
成
3
年
分
の
申
告
所
得
税
は
平
成

5
年
3
月
m
g
ま
で
、
平
成
3
年
分

の
消
費
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
平

成
5
年
3
月
白
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

《
税
額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
会
》

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
後
で
、

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
、
「
修
正
申
告
」

を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
「
修
正
申
告
」
を
す

る
た
め
の
用
紙
は
税
務
署
に
あ
り
ま

す。
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更
正

を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で
き
ま

す
が
、
税
務
署
の
調
官
貨
を
受
け
た
後

で
修
正
申
告
し
た
り
、
更
正
を
受
け

た
り
す
る
と
加
算
税
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
気
付
い
た
と
き
は
な
る
べ
く

早
く
申
告
さ
れ
る
よ
、
つ
お
勧
め
し
ま

す。
な
お
、
調
査
を
受
け
る
前
に
白
、
主

的
に
修
正
申
告
を
し
た
と
き
に
は
、

加
算
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新
た

に
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額
は
、

修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め

主主 男 女 計
署長
区 有権者数 投票者数 投 票 率 有権者数 投票者数 投 票 率 有権者数 投票者数 投 票 率

人 人 % 人 人 % 人 人 % 
1 1，442 329 22.82 1，490 329 22.08 2，932 658 22.44 

2 1，355 282 20.81 1，483 338 22.79 2，838 620 21.85 

3 499 133 26.65 528 145 27.46 1，027 278 27.07 

4 1，113 246 22.10 1，165 252 21.63 2，278 498 21.86 

5 884 220 24.89 944 255 27.01 1，828 475 25.98 

6 424 124 29.25 450 116 25.78 874 240 27.46 

7 562 171 30.43 620 167 26.94 1，問問I28.60 

8 727 161 22.15 709 169 23.84 1，436 330 22.98 

9 501 127 25.35 545 125 22.94 1，046 252 24.09 

10 212 83 39.15 222 68 30.63 434 151 34.79 

言十 7，719 1，876 24.30 8，156 1，964 24.08 15，875 3，840 24.19 
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平
成
4
年
度
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が

4
月
6
Bよ
り
お
日
ま
で
「
シ

i
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
・
子
供
と
高
齢
者
の
歩

行
中
、
自
転
車
乗
悶
畑
中
の
交
通
事
故
防

止
・
青
少
年
運
転
者
に
よ
る
無
謀
運
転

の
追
放
・
違
法
駐
車
の
締
め
出
し
」
等

を
運
動
の
柱
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
L
た。

町
で
は
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会
・

交
通
安
全
協
会
・
交
通
安
全
母
の
会
・

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
大
洗
支
部
等

の
皆
さ
ん
が
、

4
月
6
臼
早
朝
よ
り
街

頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、
交
差
点
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
チ
ラ
シ
等
の
配
布
や
、

車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
で
、
安
全
運
転

の
意
識
高
揚
と
交
通
事
故
防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

ま
た
、

4
月

8
aの
シ

l
ト
ベ
ル
ト
・

お

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
街
頭
キ
ャ
ン
ベ

i
ン

に
は
、
表
泉
水
一
戸
警
察
署
長
・
ミ
ス
ポ

!
ト
大
洗
が
加
わ
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
チ
ラ
シ
等
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
路
脇
に
は
去
る
3
月
8
日

夜
水
戸
市
内
で
起
き
た
交
通
事
故
で
前

部
を
大
破
し
た
車
が
展
示
さ
れ
、
乗
っ

て
い
た

4
人
の
若
者
が
シ

i
ト
ベ
ル
ト

に
よ
っ
て
、
か
す
り
傷
程
度
で
す
ん
だ

こ
と
を
訴
え
、
通
り
過
ぎ
る
運
転
者
の

皆
さ
ん
は
、
事
故
の
恐
ろ
し
き
と
シ

i

ト
ベ
ル
ト
の
効
果
を
新
た
め
て
認
識
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
i
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
の
紡
止
に

心
が
け
、
交
通
事
故
の
な
い
町
に
し
ま

し
ょ
、
っ
。

平
成
4
年
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

(
4
月
6
日
か
ら
日
臼
)
を
前
に
、
去

(3)第245号

る、

4
月

5
日
に
泉
友
会
(
関
根
精
一

会
長
外
山
名
)
の
皆
さ
ん
が
、
昨
年
に

続
き
今
年
も
カ

l
ブ
ミ
ラ
!
の
清
掃
と

点
検
作
業
奉
仕
活
曹
を
実
施
じ
ま
し
た
。

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
会

員
の
皆
さ
ん
は
、
町
内
を
各
地
一
区
ご
と

に
分
け
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ

た
ガ
ラ
ス
ク
リ
ー
ナ
ー
等
の
清
掃
用
呉

を
使
い
、
カ
ー
ケ
ミ
フ
j
を
磨
い
た
り
、

曲
が
っ
た
ミ
ラ
!
の
調
整
に
尊
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

運
転
手
の
皆
さ
ん
、
こ
の
様
な
陰
の

努
力
に
報
い
る
た
め
に
も
、
交
通
ル
ー

ル
を
よ
く
守
り
、
交
通
事
故
を
お
こ
さ

な
い
よ
う
に
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

去
る
4
月
1
呂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

飯
島
清
き
ん
(
政
治
評
論
家
)
を
迎
え

て
の
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
並
び
に
文
化
セ
ン
タ
ー

自
主
事
業
企
画
実
行
委
員
会
(
石
井
藤

吉
郎
会
長
)
が
、
主
催
し
た
も
の
で
す
。

竹
内
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
登
壇

し
た
飯
島
さ
ん
は
、
「
構
造
的
変
革
期

の
政
治
と
経
済
L

を
テ
!
?
に
政
局
や

経
済
、
冷
戦
後
の
世
界
情
勢
、
社
会
、
王

義
国
の
崩
壊
な
ど
、
ゆ
れ
動
く
政
治
や

経
済
問
題
を
わ
か
り
や
す
く
、
飯
島
さ

ん
独
特
の
ユ
!
モ
ア
を
ま
じ
え
な
が
ら

話
を
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
課
題
に
も

ふ
れ
、
暮
ら
し
の
質
を
高
め
る
こ
と
・

経
済
カ
、
技
術
カ
を
地
域
社
会
に
役
立

た
せ
る
こ
と
な
ど
、
生
き
生
き
し
た
老

後
を
送
る
た
め
に
、
社
会
的
な
役
割
の

確
立
、
更
に
外
交
問
題
な
ど
も
話
さ
れ

ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
は
、
飯
島
さ
ん
の
政
治
情
勢
や
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
経
済
状
況
の
話
に
は
、
特

に
感
心
を
持
っ
て
、
聞
き
入
っ
て
お
り

ま
し
た
。

科
学
の
議

時
総
苔
ん

去
る
、

3
月
刊
日
町
文
化
セ
ン
タ

i

で
「
く
ら
し
と
科
学
の
講
演
会
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
茨
城
県
原
子
力
協
議
会

(
原
子
力
広
報
紙
「
あ
す
」
発
行
)
が
、
ま

催
-
講
師
に

N
H
K初
代
の
女
性
ニ
ュ

ー
ス
キ
ャ
ス
タ
i
と
し
て
活
議
さ
れ
た
宮

崎
緑
さ
ん
を
迎
え
、
「
地
球
に
や
さ
し
い

国
際
感
覚
」
を
演
題
に
講
演
し
ま
し
た
。

宮
崎
さ
ん
は
、
出
ソ
連
邦
の
国
内
事

情
を
ア
ネ
ク
ド

i
ト
(
出
ソ
速
の
一
口

こ
ぱ
な
し
)
を
取
り
入
れ
、
変
わ
っ
て

ゆ
く
盟
際
問
題
、
世
界
各
国
を
取
材
し

て
の
生
活
様
式
の
違
い
。
地
球
環
境
問

題
で
は
、
森
を
守
る
な
ど
、
自
然
生
態

系
を
破
壊
し
な
い
こ
と
を
各
国
の
一
人

ひ
と
り
が
心
が
け
、
実
践
し
よ
う
と
会

場
に
集
ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

講
演
会
後
、
宮
崎
さ
ん
は
マ
リ
ン
タ

ワ
ー
を
見
学
、
帰
京
し
ま
し
た
。

国
民
年
金
に
は
保
険
料
の

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

l
申
請
免
除
受
付
中

l

納
め
ら
れ
な
い
と
き
は

保
険
料
免
除
の
手
続
き
在

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
、
農
業

漁
業
・
蕗
業
な
ど
の
自
営
業
の
方
と
そ

の
家
族
の
方
及
び
学
生
の
方
(
第
一
号

被
保
険
者
)
は
、
保
険
料
一
ヶ
月
九
七

0
0円
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
毎
月
期
限
ま
で
に
納
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
経
済
的
な

事
情
で
ど
っ
し
で
も
保
険
料
を
納
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め
に
、
回
出
民
年

金
に
は
「
保
険
料
免
除
制
度
」
が
あ
り

日
常
生
活
に
お
い
て
、
役
所
や
N
T

T
、
J
R
、
公
団
等
が
行
な
っ
て
い
る

仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
要
望
等
を
お

持
ち
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。

行
政
相
談
員
は
、
こ
の
よ
う
な
苦
情

や
要
望
等
に
関
し
て
相
談
を
受
け
て
、

中
立
・
公
平
な
立
場
か
ら
住
民
と
関
係

の
役
所
な
ど
と
の
関
に
立
っ
て
話
合
い

等
を
行
な
い
、
問
題
解
決
の
た
め
助
力

す
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
行
政
相
談

員
は
、
行
政
分
野
に
明
る
く
、
し
か
も

地
域
住
民
の
た
め
に
活
動
し
て
く
れ
る

民
間
の
方
々
で
す
。

大
洗
町
で
は
、
大
賞
町

m
l
1番
地

の
高
柳
隆
雄
さ
ん
が
行
政
相
談
員
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
宅
や
心
配
ご
と

相
談
所
等
で
常
時
相
談
を
受
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
棺
談
下
さ
い
。

行
政
相
談
員

高

柳

峰

雄

宮

町

3
8
1
5

ま
す
。こ

の
免
除
制
度
に
は
、
次
の
よ
う
に

「
法
定
免
除
」
と
「
申
請
免
除
」
が
あ

り
ま
す
。

〈
法
定
免
除
V

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
方
。

⑦
滋
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年
金
等

(
三
級
は
除
く
)
を
受
け
て
い
る
方
。

〈
申
請
免
除
〉

①
所
得
の
少
な
い
方
、
病
気
や
ケ
方
な

ど
で
経
済
的
に
お
函
り
の
方
。

②
火
災
や
風
水
害
な
ど
を
受
け
て
、
保

険
料
が
一
時
的
に
納
め
ら
れ
な
い
方
。

③
そ
の
他
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
方
。

右
の
婆
件
に
該
当
す
る
方
は
、
未
納

の
ま
ま
に
し
な
い
で
、
役
場
(
年
金
係
)

一
憎
伊

前
略
、
日
頃
長
き
に
わ
た
り
父
が
お

世
話
様
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
緊
急
ブ
ザ

i
を
設
置
し
て
い

た
だ
き
ま
し
て
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

さ
い
ま
し
た
。

町
に
と
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
山
積
み
の

問
題
が
あ
ろ
う
か
と
患
い
ま
す
が
本
当

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

他
国
市
で
過
ご
し
て
い
る
娘
に
と
っ
て
、

今
印
刷
の
設
鷺
ど
ん
な
に
か
ほ
っ
と
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
父
に
し
ま
し
て
も
ど
れ

程
安
心
し
て
心
丈
夫
に
過
ご
せ
る
か
と

重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
母
が
H

年
前
死
亡
し
、
そ
の
後
一
人
住
ま
い
を

し
て
い
た
父
を
三
年
前
迄
近
所
に
住
む

妹
が
見
て
お
り
ま
し
た
が
、
脳
履
蕩
・

乳
癒
と
な
り
障
害
者
と
な
っ
て
し
ま
い
、

一
歩
も
家
か
ら
出
ら
れ
な
く
な
り
、
そ

の
後
父
は
本
当
の
一
人
住
ま
い
で
生
活

し
て
お
り
ま
す
。
糖
尿
・
狭
心
症
を
も

っ
父
を
一
人
お
い
て
お
く
こ
と
不
安
も

心
配
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
父
の
希
望
す

る
よ
、
つ
数
し
ま
し
た
。

ニ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
皆
様
に
は
ご
迷

惑
お
世
話
を
お
か
げ
致
し
ま
す
こ
と
と

心
苦
し
く
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
笠
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
忙
し
い
御
身
体
ど
、
つ
ぞ
呉
れ
ぐ
れ

も
御
自
愛
専
一
に
町
の
発
展
と
ご
活
躍

を
遠
く
お
祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

(
M
記
)

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
、
申
請
免
除
の

手
続
き
も
し
て
い
な
い
方
の
多
く
は
、

ニ
五
年
の
資
格
期
間
が
不
足
し
て
「
無

年
金
者
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
金
は
、
老
後
の
生
活
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
大
切
な
支
、
え
で
す
。
無
年

金
者
と
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
納
め
る

か
申
請
免
除
を
受
け
る
か
、
二
つ
の
う

ち
一
つ
の
選
択
を
正
し
く
実
行
す
る
と

い
う
自
分
自
身
が
、
主
役
な
の
で
す
。

な
お
、
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
将
来
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
計

算
す
る
と
き
は
、
三
分
の
…
の
綴
に
な

り
ま
す
。

し
か
し
後
で
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き

た
と
き
は
、
一

O
年
以
内
の
期
間
に
つ

い
て
、
返
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
お

ら

後

藤

亀

泉

選

さ
ざ
波
に
伸
び
縮
み
し
て
芦
の
角

桜

道

真

岡

空

間

〔
評
〕
日
ナ
春
の
風
の
中
、
岸
辺
に
務

え
立
つ
芦
の
芽
が
、
水
面
を
割
っ
て

つ
ん
つ
ん
突
き
出
で
い
る
の
だ
か
、

芦
原
に
た
た
み
込
ん
で
く
る
漣
が
、

茅
の
丈
の
伸
ぴ
縮
み
し
て
い
る
よ
う

に
見
せ
て
い
る
の
だ
。
こ
の
芽
、
動

物
の
角
の
様
に
も
見
え
る
の
で
、
古

来
世
戸
の
角
と
一
言
わ
れ
て
お
る
。

雪
柳
白
雨
憎
ま
り
て
地
に
黍
り
ぬ

髭

釜

川

上

弘

〔
評
〕
小
米
花
と
も
言
わ
れ
る
通
り
、

米
粒
の
よ
う
な
純
白
の
小
花
を
あ
つ

め
て
咲
き
蟻
っ
て
い
る
。
今
そ
の

8

花
が
咲
き
極
ま
っ
て
雪
を
被
た
よ
う

に
重
々
し
く
地
に
垂
れ
、
春
光
を
照

り
返
し
て
い
る
。

う
ら
ら
か
や
寄
れ
ば
寄
り
く
る
池
の
鯉

明

神

町

自

問

一

部

〔
評
〕
春
風
飴
蕩
の
庭
歯
。
余
り
の

麗
か
さ
に
池
に
近
寄
っ
て
羨
覗
く
と
、

餌
を
求
め
て
大
小
の
錦
鯉
が
背
鰭
で

波
を
立
て
な
が
ら
寄
り
集
っ
て
来
た

の
だ
。
寄
れ
ば
、
は
自
分
の
動
き
、

寄
り
く
る
、
は
鰻
の
動
作
。

二
三
片
花
び
ら
浮
き
て
鴨
遊
ぶ

夏

海

大

賞

千

代

子

〔
評
〕
落
花
を
浴
び
て
湖
畔
に
遊
ぶ
。

ま
だ
北
へ
帰
り
そ
び
れ
て
い
る
ニ
コ
一

の
鴨
逢
が
羽
を
休
め
て
い
る
辺
り
に

も
、
淡
紅
の
色
を
二
三
片
漂
わ
せ
て

花
び
ら
が
浮
ん
で
い
る
。

仰
ぎ
見
て
花
の
重
さ
奇
推
り
け
り

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
)
万
乃
木
の
桜
の
花
下
に
件
ち
、

目
前
の
一
染
の
花
の
重
き
は
如
何
程

な
ら
ん
と
驚
い
て
お
る
の
だ
。
桜
の

花
の
咲
き
満
ち
る
カ
と
い
う
も
の
に

庄
倒
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

雨
の
中
と
き
に
風
あ
り
辛
夷
散
る

新

町

加

藤

宗

一

〔
評
〕
桜
に
一
足
早
く
咲
き
出
す
こ

ぶ
し
。
桜
よ
り
や
や
大
き
め
で
純
白

の
辛
夷
の
落
花
は
、
寧
ろ
桜
の
そ
れ

よ
り
潔
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
雨
中
、

緑
の
木
立
を
背
景
に
袋
、
ぇ
立
つ
大
樹

の
梢
か
ら
、
時
折
風
を
呼
ん
で
吹
か

れ
散
る
白
い
落
花
の
美
し
き
。

雛
の
客
撒
ひ
嬉
し
き
夜
と
な
る

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
わ
が
家
の
雛
祭
に
お
招
び
し

た
容
が
、
洩
れ
な
く
顔
を
一
揃
え
て
下

さ
っ
た
。
美
々
し
く
飾
っ
た
雛
段
を

前
に
し
て
、
今
宵
は
又
と
な
い
嬉
し

い
夜
と
な
っ
た
。

花
疲
し
て
ゐ
て
カ
レ

i
う
ど
ん
と
す

明

神

町

小

松

崎

十

吉

〔
評
〕
折
懇
し
く
冷
え
込
ん
だ
天
候

の
花
見
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
花
見

疲
れ
を
癒
す
べ
く
立
寄
っ
た
そ
ば
屋

で
、
郎
防
総
に
カ
レ

i
飯
能
と
決
め
て

注
文
す
る
。

花
に
来
て
先
人
の
句
碑
か
き
う
っ
す

角

一

前

原

青

嵐

散
る
花
を
傘
に
と
ど
め
て
を
り
に
け
り

新

町

岸

和

田

和

子

庭
石
も
松
の
緑
も
花
明
り

明

神

町

大

川

た

か

花
の
雨
宿
の
か
ら
傘
借
り
も
し
て

明

神

町

問

中

勝

校

恩
ひ
き
り
髪
切
り
詰
め
て
花
菜
風

磯

浜

浅

田

比

道

子

備
き
て
雨
に
打
た
る
る
黄
水
仙

明

神

町

小

松

崎

美

代

雨
一
戸
繰
る
手
を
休
め
た
る
初
音
か
な

祝

町

今

川

聞

成

薮
椿
静
か
に
落
ち
し
小
径
か
な

祝

町

今

川

、

つ

め

木
の
芽
径
登
り
つ
め
た
る
観
涛
碑

磯

浜

桜

井

政

吉
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平
成
田
年
度

黒
鴎
護
運
災
盟
関
共
済
の

朝
出
入
者

蔀
れ
て
い
ま
せ
ん
か
/

三
月
中
に
加
入
す
る
の
を
忘
れ
た
方

は
、
途
中
か
ら
で
ち
加
入
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
共
済
期
間
は
加
入
し
た
日

の
翌
呂
と
な
り
ま
す
。

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、
お
早
め

に
加
入
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

。

掛

金

大

人

九

O
O河

中
学
生
以
下
五

O
O開

。

見

舞

金

死

亡

一

O
O万
円

身
障
見
舞
金
五

O
万
円

傷
害
見
舞
金

也、らあおお

次
の
日
程
に
よ
り
、
皆
さ
ん
が
飼
わ

れ
て
い
る
愛
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と

登
録
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

O
注
射
料
金
・
登
録
手
数
料
等
間
円

。
担
当
・
鈴
木
獣
医
(
宜
的
ー
1
2
2
0
6
)

※
当
日
都
合
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合
は

担
当
獣
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。

二
万
i
三
O
万
円

※
申
し
込
み
は
、
住
民
課
住
民
係
へ

ま
た
、
申
し
込
み
用
紙
を
紛
失
さ
れ

た
方
は
、
そ
の
旨
お
申
年
山
下
さ
い
。

民
一
ア
ヱ
ス
ク
一
フ
ブ
ベ

会
員
募
集
立
つ
い
て

大
洗
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
(
大
洗
町
体
育

協
会
)
で
は
、

1
9
9
2
年
度
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

初
心
者
の
方
も
初
級
以
上
の
方
も
、

テ
ニ
ス
技
術
の
向
上
が
図
れ
る
よ
う
な

ク
ラ
ブ
を
呂
指
し
て
い
ま
す
。

会
轟
入
会
金
子
円
・
年
会
費
六
千
円

期 日 場 所 器寺 間

祝lIlT亀 E重荷庖前
午

9 :30-10:10 

大洗明治記念館前 10:15-11:00 
S月25日 大洗神社第一鳥殿前 直言 11: 1O-11: 30 

(月) 大洗港湾入口漁具倉庫前
午

1・15-1 :45 

二丁思観音様前
後

1 :50-2 :20 
大洗町保健センター前 2 :30-3 :30 

ffii 福寺別
午

9 :30-10:00 

藤本ペンキ広前 10: 10-10:50 
5月26日 永匝TIB ~豊後康旅館前 前 1l:00-1l:30 

(火) 永 町 堀 害1集会所前
午

1 :15-1 :45 

髭釜lIlT街:不動尊前
後

1 :55-2 :30 

大洗駅前 2 :40-3 :30 

桜道丸魚、会館前
午

9 :30-10:00 
髭 釜 道 祖 神 高j 10・10-10:50

5月27B 大震小学校前 目立 II・00-1l:40

(水) 大賞集会所前
午

1:15-1:50 
角一諏訪神社前

後
2・00-2 :30 

夏海農協部J 2 :40-3 :20 

松 )¥1集洛センター前
午

9・30-9 :50 

5月28B 松川 i湾野商!苫前
前

10:10-10:30 
神山集落センター前 10:50-11:20 

(木)
午後大洗町保健センター煎 1 :30-3 :30 

平成4年5F.15B

。
練
習
沼
(
都
合
の
よ
い
日
で
一
円
)

毎
日
間
嶋
日

M
9時
i
開

1
持

毎
火
・
木
曜
日
間
6
時
i
部

9
時

毎
土
曜
日
雌
9
持
j
釧
日
時

。
練
習
場
所
大
洗
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

O
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

磯
浜
町
制
1
1
5

長
谷
川
良
雄

盟

侃

1
1
2
2
7

〈問い合わせ先〉役場・厚生課生活環境係怨67-5111(内線49)

告大洗文化センター符事予定表団117'"'-'告13)

開 催 臼

5月17日同

(H. 4 . 4 .10現在)

入場方法

無料

主催

茨城県民 謡協会

開催場所僕率内容

おらが茨城の P貝気設大会

言語始待問
とt監事葬轄の人

ホール9 : 30-( 4月 IEI現在)

関係者水戸地区交通安 全協会大会議室運 転 免 許 更 新 時 講 習 会9 : 00-20日やぬ出生 16人人口20.985人 (-2人)

事i↓盈E茨城L泉氏言岳民舞連合会ホ ー ル茨城の民謡コンクール大会10: 00-24日(日)

関係者

関係 者

茨城県高等学校PTA連合会

日水協茨城県支部ホール

ホール

3日制 I10: 00 - I 平成4年度責任技術者受験者講習会

※主な催しのみてす。詳しくは大洗文化センター鐙66-2442へお問い合わせ下きい。

高等学校PTA生徒指導委員連絡協議会10: 00-6月2日(刈

転入108人

転出108人

男 10.356人(-1人)

女 10.629人 (-1人)

問
問
が
ん
、
子
宮
が
ん
に
よ
る
死
亡
率

は
年
々
低
下
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
が
ん
に
か
か
る
人
が
減
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
集
団
検
診
等
に
よ
る
早
期

発
見
の
効
果
が
多
い
よ
う
で
す
。

ま
た
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
に
つ
い

て
は
、
従
来
欧
米
に
多
く
日
本
で
は
少

な
い
「
が
ん
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
食
生
活
や
女
性
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
が
ん
の

発
生
は
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
で
増
、
ぇ
続

検

診

臼

。
盟
問
、
が
ん
検
診

場

E庁

6
月
2
白

川

山

6
月
3
8
例

6
月
4
8
附

6
月
5
臼

幽

6
月
7
日

但

6
月
8
日
間

6
月
9
8
ω

6
月
間
山
日
附

6
月
日
臼
附

松
川
集
落
セ
ン
タ
!
前

夏
海
上
宿
集
会
所
前

角
一
集
会
所
前

大
貫
(
上
箔
)
集
会
所
前

大
洗
町
営
冷
蔵
臨
時
前

永
町
堀
制
間
集
会
所
前

松
ケ
丘
住
宅
集
会
所
前

町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

前
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

O
受
付
時
間

午
前
6
時
1
午
前
8
時
ま
で

O
対

象

者

組
歳
以
上
の
方
(
平
成
4
年
度
中
に

却
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

0
4申
込
方
法

5
月
幻
自
樹
ま
で
に
「
町
保
健
セ
ン

タ
ー
」
へ
お
ム
申
込
み
下
さ
い
。

器
部

i
1
0
1
0

申
込
者
は
、
一

日
前
名
で
締
切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

。
注
意
事
項

検
診
の
際
は
、
ボ
タ
ン
の
な
い
肌
着

を
務
用
し
て
下
さ
い
。

死亡 18人

。検

診

日

6
月
お
日

ω

1l!:帯数6.303戸(+6戸)

6
同
月
初
臼
附

7
月
1
日

制

7
月
2
日
休

7
月

3
8
山間

7
月

4
目

印

7
月
8
日
附

ん
検
診

場

所

夏
海
上
宿
集
会
所
前

角
一
集
会
所
前

大
賞
(
上
宿
)
集
会
所
前

堀
割
集
会
所
前

松
ケ
丘
住
宅
集
会
所
前

町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
に

は
、
食
生
活
を
重
点
と
し
た
生
活
習
慣

の
改
善
が
必
要
と
恕
わ
れ
ま
す
が
、
も

う
一
歩
積
嬢
的
な
が
ん
対
策
と
し
て
、

年
一
回
の
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
、
今
年
度

各
種
が
ん
検
診
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
が
ん
の
恐
し
さ
を
認
識
さ
れ
お
互

い
に
芦
か
け
合
っ
て
受
診
い
た
し
ま
し

ト

JT
「ノ。O

受
付
時
間

午
後
ロ
時
叩
分
l
午
後
1
時
却
分
ま
で

O
対

象

者

却
歳
以
上
の
女
性
(
平
成
4
年
度
中

に
却
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

O
申
込
方
法

6
月
四
日
掛
ま
で
に
「
町
保
健
セ
ン

タ
ー
」
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

母
伺

!
1
0
1
0

申
込
者
は
一
会

場
問
人
で
締
切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

昨
年
度
に
検
診
予
約
を
さ
れ
た
方
は
、

今
回
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
な
お
、

都
合
に
よ
り
検
診
場
所
を
変
更
す
る
方

は
、
平
日
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

検
診
の
擦
は
、
必
ず
ス
カ
ー
ト
を
着

聞
出
し
て
き
て
下
さ
い
。

@
乳
、
が
ん
検
診

717 717 ;検
月 月 月月

30 28 27 23 20 診
日 日 日 日 日

日
(ね (刈 {丹) 付4伺)

保健lIlT 
町 町 富I匝7

{健果 保健 イ健呆 f健果
場

セ セ セ セ セ
ンン ンン ン
:11:1 タ タ タ

|所

」 」ー」ー」一

O
受
付
時
間

午
後
1
時
1
午
後
2
持
ま
で

O
対

象

者

加
歳
以
上
の
女
性
(
平
成
4
年
度
中

に
却
歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

O
申
込
方
法

7
月
刊
日
樹
ま
で
に
「
阿
保
健
セ
ン

タ
i
」
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

官
印
1
1
0
1
0

申
込
者
は
一
目

印
人
で
締
切
ら
せ
て
戴
き
ま
す
。

O
注
意
事
項

検
診
の
際
は
、
必
ず
パ
ス
タ
オ
ル
を

ん

E

h

 

げ
さ
貴
山
川

江
町
努
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0
5
月
ロ
日

ω
専
門
療
法
士
来
所

0
5
月
日
日
樹
整
形
外
科
医
来
所

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)
訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

0
5
月
8
日
樹

0
5
月
刊
日
開
訓
練
対
象
障
害
を
も
っ
た
方
で
機
能

0
5
R
n
B
樹

0
5
丹

羽

目

附

回

復

訓

練

を

必

要

と

す

る

0
5
月

却

日

働

者

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)
※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

ご

持

参

下

さ

い

。

便

を

採

取

し

、

血

液

が

ま

じ

っ

て

い

な

い
か
調
べ
る
も
の
)

〈
各
検
診
共
通
事
項
V

@
各
検
診
と
も
料
金
は
無
料
で
す
。

@
m
w
歳
以
上
の
方
は
、
検
診
の
際
「
健

康
手
帳
」
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

@
検
診
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
、

町
保
健
セ
ン
タ
!
(
霊
前
j
1
0
1

0
)
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

「
機
能
田
復
訓
練
」

@ 

腸
カず

検
診

(
検
査
容
器
配
布
期
間
)

6
月
2
日
閃
1
7
月
初
日
嗣

(
検
査
容
器
配
布
場
所
)

慢
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

会
場
及
び
町
保
健
セ
ン
タ
ー

(
検
便
持
参
臼
及
び
場
所
)

6
月
刊
日
日
開
・

6
月
間
山
日
仰
・
7
月
日

日
間
・
7
月
H
B
肉
・

8
月
3
日
間
・

8
月

4
日
附

町
保
健
セ
ン
タ
ー

(
対
象
者
)

m
w
歳
以
上
の
男
女
(
平
成
4
年
度
中

に

ω歳
に
な
る
方
も
該
当
し
ま
す
)

(
検
査
方
法
)

便
潜
血
反
応
検
査
2
囲
法

(
2
臼
間

一一老人体欝祭@重量瞳者スポーツ大会iま5

ーコ上ノステ田一jレー

を考える

「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」
最
近
よ
く

耳
に
す
る
一
言
葉
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
?
な
ん
と
な
く
惑
い
イ
メ
ー
ジ
を

も
た
れ
や
す
い
言
葉
で
す
が
、
私
た

ち
の
身
体
に
と
っ
て
、
食
物
の
脂
肪

分
を
消
化
し
た
り
ホ
ル
モ
ン
を
つ
く

っ
た
り
と
重
要
な
、
な
く
て
は
な
ら

な
い
物
で
も
あ
り
ま
す
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
一
般
的
に

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
善
玉
コ
レ
ス

テ
ロ
1
2
ル
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

と
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
義
国
玉
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
、
血
管
の
墜
に
く

っ
つ
い
た
余
分
な
脂
肪
を
取
り
徐
く

と
い
う
よ
い
働
ら
き
を
し
ま
す
が
、

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
逆
に
肝
臓

か
ら
血
管
へ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
運

ん
で
き
て
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
動

脈
硬
化
を
お
こ
し
や
す
く
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
一
概
に
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
は
惑
い
の
で
は
な
く
、
身
体
の

た
め
に
は
一
定
量
は
必
要
に
な
り
ま

す
。
又
こ
の
コ
レ
ス
テ
ロ

i
ル
は
血

圧
罰
様
に
食
事
や
運
動
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
に
よ
り
変
動
が
あ
り
ま
す
の
で
、

毎
日
の
生
活
の
中
で
注
意
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

惑
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
た
め
な

い
た
め
に
。

①
動
物
性
脂
肪
(
肉
の
脂
身
)
を

と
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。

②
植
物
性
油
脂
を
使
、
っ
。

③
中
一
真
問
の
魚
を
積
極
的
に
と
る
。

④
野
菜
は
た
っ
ぷ
り
と
る
。

⑤
タ
ラ
コ
、
イ
ク
ラ
、
ス
ジ
コ
、

ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
は
ひ
か
え

め
に
。

⑥
タ
バ
コ
は
や
め
る
。

⑦
一
適
度
な
運
動
を
と
り
い
れ
る
。

⑧
年
一
割
は
検
診
を
つ
け
経
過
を

み
る
。(

保
健
婦
・
荻
原
由
美
子
記
)

22田(金)です一一


